
2011 年業績（2010 年 10 月～2011 年 9 月） 

※上記期間以外で未掲載の分を含む 

1. Togao O, Yoshiura T, Nakao T, Nabeyama M, Sanematsu H, Nakagawa A, Noguchi T, Hiwatashi A, Yamashita 

K, Nagao E, Honda H. Regional gray and white matter volume abnormalities in obsessive-compulsive disorder: a 
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13. Nakamura Y, Goto TK, Tokumori K, Yoshiura T, Kobayashi K, Nakamura Y, Honda H,Ninomiya Y, Yoshiura 

K.Localization of brain activation by umami taste in humans. Brain Res 1406:18-29, 2011 
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松本 陽、山内智香子、早渕尚文. 乳房温存術後放射線治療中および直後における肺障害についての検

討. 臨床放射線 56(1):113-120, 2010 

43. 阿部光一郎、原田直樹、中川 誠、鵜池直邦. ゼヴァリン奏功率に関与する治療前因子についての検討. 

映像情報メディカル 42(12):1112-1115, 2010 

44. 吉浦 敬. ASL 見て診て学ぶ認知症の画像診断. 412-418 永井書店, 2010 

45. 吉浦 敬、樋渡昭雄、山下孝二、鎌野宏礼、高山幸久、永尾英毅、本田 浩. ASL 灌流画像の認知症診

断への応用と展望 知っておきたい認知症の臨床と画像. 1361-1367, 2010 
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MRI 診断の臨床的有用性. INNERVISION 26(9):2-5, 2011 

47. 藪内英剛、畠中正光、松尾芳雄、角南俊也、神谷武志、陣内三佳子、長尾充展、本田 浩. 特集 単純

写真で診断できる疾患、診断すべき疾患 胸部. 臨床画像 27(2):192-203, 2011 

48. 藪内英剛. 6 章 研修で学ぶべき検査 B 画像診断 2．MRI 永井良三監修 呼吸器研修ノート 241-246, 
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49. 藪内英剛. Ⅶ.びまん性肺疾患 8．放射線性肺炎 村田喜代史、上甲 剛、村山貞之 編  胸部の CT 第

3 版. 502-506, 2011 
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昭彦 編 肺癌診療 Q & A 99-101, 2011 

51. 西江昭弘、浅山良樹、石神康生、柿原大輔、中山智博、高山幸久、本田 浩、藤田展宏 All About 

Gd-EOB-DTPA MRI. 13．肝障害と EOB 取り込み. 臨床画像 27(3):355-359, 2011 

52. 西江昭弘（日本語監修）Hans H. Schild（原著）. 造影剤 これだけは知っておこう. Everything about Contrast 
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53. 石神康生、西江昭弘、浅山良樹、中山智博、柿原大輔、高山幸久、伊藤鉄英、五十嵐久人、高畑俊一、

本田 浩. 胆道画像診断のコモンセンス：良性胆管狭窄. 画像診断 31(3):305-315, 2011 



54. 中山智博、田嶋 強、本田 浩. この画像から何が読めるか？ 問題：肝腫瘤. 肝胆膵画像 Clinical 

Challenge 13(3), 2011 

55. 高山幸久、田嶋 強、西江昭弘、浅山良樹、石神康生、柿原大輔、中山智博、本田 浩. Ⅱ臨床 検査法 

6．脾臓の画像診断. 脾臓－基礎と臨床－. 44-51 ヘルス出版, 2011 
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57. 平賀聖久、井野彰浩、北川晋二. 早期胃癌の典型例－対策型－. 新・胃Ｘ線撮影法ガイドライン 改訂

版（2011 年）日本消化器がん検診学会 胃がん検診精度管理委員会 編 42-43, 2011 

58. 鶴丸大介、本田 浩. 食道がん 画像診断 update－検査の組み立てから診断まで. 日本医師会雑誌 第

140 巻・特別号(1) S274-275, 2011 

59. 古森正宏、本田 浩. 胃がん 画像診断 update－検査の組み立てから診断まで. 日本医師会雑誌 第 140

巻・特別号(1)S276-277, 2011 
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会雑誌 第 140 巻・特別号(1)S278-279, 2011 

61. 鶴丸大介、古森正宏、平賀聖久、浅山良樹、本田 浩. 消化管腫瘍の画像診断 CT を中心に：間質性腫

瘍 GIST を中心に（解説/特集）.画像診断 31(7):688-696, 2011 

62. 塩山善之. 第 7 章 7-92 脊椎・脊髄転移. 大西 洋、唐澤久美子、唐澤克之 編著. がん・放射線療法 

1212-1216, 2010 

63. 中村和正. 前立腺（T3）.大西 洋、唐澤久美子、唐澤克之 編著 がん・放射線療法 2010 別冊 代表

的照射野と CT 上のターゲット 86-87 篠原出版新社, 2010 
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65. 中村和正. 術後照射・再発前立腺癌. 大西洋、唐澤久美子、唐澤克之 編著 がん・放射線療法 2010 

968-975 篠原出版新社, 2010 



66. 吉武忠正、塩山善之. 12-1 緊急照射-脊椎・脊髄転移. 大西 洋、唐澤久美子、唐澤克之 編著  がん・
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67. 塩山善之. サイバーナイフを用いた高精度放射線治療. Rad Fan 9 (2), 2011 

68. 塩山善之. 放射線治療 2．代表的治療法 ②小細胞肺癌 7. 永井良三監修 研修ノートシリーズ 呼吸

器研修ノート 761-765 診断と治療社, 2011 
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